
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開祭式】        【選手宣誓をする３年生】     【開祭式退場、担任も共に】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 個 人 種 目 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【応援】             【長縄跳び】          【全員リレー】 

 

 

 

 

 

 

 

◎教育目標  ～ 明日を拓く ～ ★豊かな心★活きた知性★たくましい体 

 ○発行責任者 宮崎 浩司 

○文   責  河村 知泰 

○発行日：令和７年６月３０日 

         Ｎｏ．３【６月号】 

 今年の体育祭は晴天に恵まれ、最高のコンディションの中、５月 29 日（木）に開催されました。当日は、

多くの保護者の皆様に生徒へのご声援をいただき、ありがとうございました。 

 生徒にとって得手不得手はあるかと思いますが、どの学級も一丸となって競技に臨む姿、学級の垣根を越

えて応援する姿勢など、東陽中生の素晴らしい一面が随所に見えた体育祭になりました。 

 いろいろな学級の通信を読んでいると、今回の頑張りを、次の行事だけでなく、学校生活にも活かしてい

こうという様子がうかがえました。保護者の皆様には、今後も応援をお願いします。 

３年３組 ３年２組 ３年１組 



中連体育大会旭川地区大会･･･東陽中活躍の足跡（各顧問戦評） 

※本校に部活動はありませんが、 

中連新体操大会、陸上競技大 

会にも本校生徒が出場しまし 

た。残念ながら全道出場とは 

なりませんでした。 

また、今週末から行われる上 

川代表決定戦柔道大会に出場 

する生徒もおります。 

野 球 

6/20、初戦の相手は北門中。７対５で快勝。6/21、２回戦。勝てば上代進出。相手は優勝候補

の東明中。中盤許したリードを広げられ、終盤一矢報いるも２対５で惜敗。両試合とも、二死走者

なしの状況から粘り強く出塁して得点し、「３アウトまで何があるかわからない」という、野球の醍

醐味を見せてくれた Nice Games だった。 

 

 

 

 

サッカー 

初戦の相手は富良野西・東の合同チーム。ロングスローからの攻撃展開で見事先制点をあげまし

た。その後相手に１点を返された後、後半のアディッショナルタイムまで一進一退の攻防を繰り広

げていました。最後にコーナーキックから押し込まれ、結果は１－２と惜敗でした。チーム内での

コミュニケーションを大切に、選手皆が全力で走りきった熱戦でした。 

 

 

 

 

バスケット 

ボール（男子） 

光陽中学校が初戦の相手でした。選手はハードワークを惜しまず、チームバスケットで勝利する

ことができました。次戦の相手は第 1 シードの神居東中学校でした。勝機を見いだすことの難しい

試合展開でしたが、一瞬一瞬、局面ごとでは、相手に勝る瞬間がありました。「上代」で勝利し、「全

道出場」することを目標にこの一年戦ってきました。目標には届きませんでしたが、一人一人の選

手やチームの成長を感じる、素晴らしい２試合だったと思います。 

 

 

 

 

バスケット 

ボール（女子） 

初戦の相手は第 3 シードの愛宕中。アップから緊張感はあるもののみんな良い表情で試合に臨み

ました。入りは連続して 3P が決まるなど、東陽のペースでしたが、除々に愛宕がペースをつかみ、

点差を広げられてしまいました。東陽もくらいつきましたが点差を縮めることができず、40-70 で

負けてしまいました。結果は、負けてしまいましたが、最後まであきらめず戦う姿勢は本当に素晴

らしいものでした。 

 

 

 

 

卓 球（男子） 

団体戦は４チームの予選リーグ。結果は０勝でしたが、決勝トーナメント進出をかけた２試合は

最終５番までもつれる激戦。今年のチームの目標はベスト８。あと数点…というところでしたが、

数少ない３年生を中心にみな力を出し切れた良い試合でした。個人戦８名もそれぞれの力を出し切

り満足して２日間を終えました。 

 

 

 

 

卓 球（女子） 

団体上代出場！ 

団体戦は予選ブロック１位通過を目指しましたが、中央中学校に２－３で敗退し２位での予選通

過となりました。上川代表決定戦出場をかけた春光台中学校との試合。１番手、２番手が惜しくも

敗れ、後がなくなった３番手のダブルス戦。着実に力をつけてきた成果が発揮され見事に勝利。こ

の勝利で勢いがつき、４番手、５番手が勝利をつかんで逆転勝利し、上川代表決定戦の出場切符を

手に入れました。持ち味ともいえる土壇場の底力、全員卓球が今回の大会でも見られました。 

 

 

 

 

ソフトテニス 

      （男子） 

団体戦予選リーグではシードの光陽中に逆転勝利し、２勝０敗で１位通過。決勝トーナメントで

は昨年度準優勝の東光中に、３番手がファイナルまで粘り、６－５であと１点取れば代表、という

ところまで追いつめましたが、その１点が遠く、上代進出はなりませんでした。個人戦も奮闘しま

したがベスト 16 の壁は厚く、敗退。3 年生は力を出し切り、とても良い顔で試合に臨みました。 

 

 

 

 

ソフトテニス 

      （女子） 

団体戦では、前大会で第 4 シードを取りましたが、くじ引きで同ブロックに強豪校が集まり、健

闘むなしく決勝トーナメントに進めませんでした。個人戦では、出場ペア全員が今もっている力を

最大限に発揮しましたが、残念ながら上代出場の夢は叶えられませんでした。安定してボールを打

てること、サーブの重要性、中連にかける思いなど学ぶことの多い大会でした。 

 

 

 

 

バドミントン 

      （男子） 

シングルス 1 名 

上代出場！ 

東陽中学校男子バドミントン部は、団体戦で東鷹栖中に 1-2 と惜敗。シングルスでは粘り強いラ

リーで相手のミスを誘い勝利を収めましたが、ダブルス 2 つを落としました。個人戦では山田さん

がシングルスで上代への進出を決めました。出場選手全員が最後まで諦めず、練習の成果を発揮し

ました。暑い中、応援してくれた部員のみんなありがとう。あの雰囲気、覚えておきましょう。 

 

 

 

 

バドミントン 

      （女子） 

団体戦では、1 回戦で明星中学校と対戦しました。第１ダブルスに岩崎さん・青木さんペア、第

１シングルスに内芝さん、第２ダブルスに宮内さん・北村さんペアが出場し、接戦の末、１対２で

惜しくも敗れました。個人戦では、シングルスに 4 名、ダブルスに 3 ペアが出場しました。惜しく

も入賞には届きませんでしたが、最後まで諦めずにシャトルを追いかけ、粘り強く戦い抜きました。 

 

 

 

 

 

 

 

３日（木） 上代壮行会           １７日（木） １年参観日 

４日（金） 上川管内代表決定戦（～６日）  １８日（金） ２年宿泊研修（～１９日） 

１１日（金） 私立高校説明会         ２１日（月） 海の日 

１４日（月） ２年振替休業日（宿泊研修）   ２３日（水） １学期終業式 

１５日（火） ３年参観日 

１６日（水） ２年参観日           ２４日（木） 夏季休業（～8 月 25 日） 

７月行事予定


